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刈り込みにより， シナプス l 本あたりの記憶容量であるシナプス効率は大きくなることが指摘されている D しかし，
このような系統的な刈り込みがシナプス効率を上昇させることは定性的には明らかであり，系統的な切断が無作為な
切断に対してどの程度の効率的かを定量的に議論することが必要である D 自己相関型連想記憶モデルに関して， シナ





学の枠組で取扱うことは出来なし、。しかしながらリミ y トサイクルの周期が既知である場合， Poincare マップを導
入することにより，定常な想起状態を Poincare マッフ。の平衡状態に変換することができる。記憶されたリミットサ
イクルが s 個の記憶パターンから構成されている場合，想起されたリミットサイクルの周期も s ステップである。ス
テップ数 s とリミ y 卜サイクル数の積の素子数に対する比を記憶容量とした場合， s が増加するにつれて，記憶容量























連想記憶モデルについて議論した。これは複数のセルが一定間隔で、周期的に発火するという syn-fire chain 現象のモ
デルである o このモデルの想起状態は一般には平衡状態ではないため，想起状態を標準的な平衡統計力学の枠組で、取
扱うことはできなし」そこで， Poincare マップを導入して周期的な想起状態を Poincare マップの平衡状態に変換す
ることによって解析することに成功した。 Hopfield モデルに対応するリミットサイクルの周期が l の場合は， これ
までの研究で求められている記憶容量に一致した。リミットサイクルの周期が約10以上の場合は無限系列想起の記憶
容量に収束し有限系列である性質は周期の短い領域だけで観測されること等を示した。
以上のように，本論文の内容は連想記憶モデルの理論的な研究により，生理学的現象の近似モデルとして脳科学へ
の応用に寄与するものであり，博士(理学)の学位論文としての価値のあるものと認める。
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